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海
う み

海
うみ
は地

ち
球
きゅう
上
じょう
をおおう塩

しお
水
みず
に満

み
たされた

場
ば
所
しょ
で、地

ち
球
きゅう
の表

ひょう
面
めん
積
せき
の約

やく
70%を占

し

めます。一
いち
部
ぶ
の例

れい
外
がい
を除

のぞ
き、世

せ
界
かい
中
じゅう
の

海
うみ
はつながっています。海

うみ
のなかでも特

とく

に大
おお
きな太

たい
平
へい
洋
よう
、インド洋

よう
、大
たい
西
せい
洋
よう
など

は「大
たい
洋
よう
」とよばれます。海

うみ
は地

ち
球
きゅう
生
せい
命
めい

誕
たん
生
じょう
の場

ば
とも考

かんが
えられているほか、環

かん
境
きょう

が非
ひ
常
じょう
に多

た
様
よう
で数

かず
多
おお
くの生

せい
物
ぶつ
が生

せい
息
そく
し、

陸
りく
上
じょう
を含

ふく
む地

ち
球
きゅう
の生

せい
態
たい
系
けい
を豊

ゆた
かにして

います。また、海
うみ
の流

なが
れが熱

ねつ
を運

はこ
ぶこと

で、地
ち
球
きゅう
の気

き
候
こう
をおだやかにする役

やく
割
わり
も

もっています。
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海と地球の
用語集 地

ち

球
きゅう

温
お ん

暖
だ ん

化
か

人
にん
間
げん
が石

せき
油
ゆ
や石

せき
炭
たん
を使

つか
ったときなどに大

たい
気
き
中
ちゅう
に放

ほう
出
しゅつ
され

る二
に
酸
さん
化
か
炭
たん
素
そ
やメタンなど、温

おん
室
しつ
効
こう
果
か
ガスとよばれる気

き

体
たい
が増

ぞう
加
か
し、熱

ねつ
を地

じ
面
めん
付
ふ
近
きん
に閉

と
じ込

こ
める毛

もう
布
ふ
のような役

やく

割
わり
を果

は
たす結

けっ
果
か
、気
き
温
おん
が上

じょう
昇
しょう
する現

げん
象
しょう
が地

ち
球
きゅう
温
おん
暖
だん
化
か
です。

地
ち
球
きゅう
温
おん
暖
だん
化
か
の影

えい
響
きょう
として、氷

ひょう
河
が
の溶

よう
解
かい
や海

かい
水
すい
の膨

ぼう
張
ちょう
など

のため海
かい
面
めん
が上

じょう
昇
しょう
したり、気

き
温
おん
の変

へん
化
か
により生

せい
態
たい
系
けい
も変

へん

化
か
したりします。また、異

い
常
じょう
気
き
象
しょう
や自

し
然
ぜん
災
さい
害
がい
も増
ぞう
加
か
します。

温
おん
暖
だん
化
か
の進

しん
行
こう
をおさえるために、温

おん
室
しつ
効
こう
果
か
ガスを出

だ
さな

いエネルギーの利
り
用
よう
などが検

けん
討
とう
されています。人

にん
間
げん
が石

せき

油
ゆ
や石

せき
炭
たん
を使

つか
っていなかった19世

せい
紀
き
後
こう
半
はん
ごろに比

くら
べ、現

げん

在
ざい
では摂

せっ
氏
し
1 度
ど
以
い
上
じょう
、地

じ
面
めん
付
ふ
近
きん
の気

き
温
おん
が上

あ
がっており、

将
しょう
来
らい
さらに上

じょう
昇
しょう
することが予

よ
測
そく
されています。右

みぎ
の図

ず
は、

二
に
酸
さん
化
か
炭
たん
素
そ
などの排

はい
出
しゅつ
規
き
制
せい
をしなかった場

ば
合
あい
の、2100

年
ねん
の気

き
温
おん
上
じょう
昇
しょう
分
ぶん
布
ぷ
で、19世

せい
紀
き
後
こう
半
はん
との差

さ
を示
しめ
しています

（文
もん
部
ぶ
科
か
学
がく
省
しょう
「統

とう
合
ごう
的
てき
気
き
候
こう
モデル高

こう
度
ど
化
か
研
けん
究
きゅう
プログラム」

の成
せい
果
か
より）。
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● 地
ち

球
きゅう

システムモデルによる気
き

温
おん

変
へん

化
か

シミュレー
ション／文

もん
部
ぶ

科
か

学
がく

省
しょう

「統
とう

合
ごう

的
てき

気
き

候
こう

モデル高
こう

度
ど

化
か

研
けん

究
きゅう

プログラム」
https://www.youtube.com/watch?v=mym4Q1bmXTE

参 考 サ イ ト

関 連 教 材 １巻　海の生き物と環境の変化

2024 年 3月

©文部科学省「統合的気候モデル高度化研究プログラム」
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pHの低
ひく
い中

ちゅう
層
そう
の海
かい
水
すい
で飼
し
育
いく
したミジンウキマイマイ

正
せい
常
じょう
なミジンウキマイマイ
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海
か い

洋
よ う

酸
さ ん

性
せ い

化
か

地
ち
球
きゅう
温
おん
暖
だん
化
か
をもたらす原

げん
因
いん
の一

ひと
つが、大

たい
気
き
中
ちゅう
に過

か
剰
じょう
に放

ほう

出
しゅつ
される二

に
酸
さん
化
か
炭
たん
素
そ
（CO2）です。大

たい
気
き
中
ちゅう
の二

に
酸
さん
化
か
炭
たん
素
そ

が海
うみ
に溶

と
け込

こ
むと、海

かい
水
すい
との化

か
学
がく
反
はん
応
のう
によって水

すい
素
そ
イオ

ンがつくられます。水
すい
素
そ
イオンの増

ぞう
加
か
は、海

かい
水
すい
を酸

さん
性
せい
に

近
ちか
づける効

こう
果
か
があります。これが海

かい
洋
よう
酸
さん
性
せい
化
か
です。大

たい
気
き

中
ちゅう
の二

に
酸
さん
化
か
炭
たん
素
そ
の濃

のう
度
ど
が増

ふ
えると、海

うみ
に溶

と
け込

こ
む二

に
酸
さん
化
か

炭
たん
素
そ
の濃

のう
度
ど
も増

ふ
え、海

かい
洋
よう
酸
さん
性
せい
化
か
が進

しん
行
こう
してしまいます。

海
かい
洋
よう
酸
さん
性
せい
化
か
が進

しん
行
こう
すると、さまざまな海

うみ
の生

せい
物
ぶつ
への悪

あく
影
えい

響
きょう
があると予

よ
想
そう
されています。右

みぎ
の写

しゃ
真
しん
は、ミジンウキ

マイマイという代
だい
表
ひょう
的
てき
な石
せっ
灰
かい
化
か
生
せい
物
ぶつ
と、pHの低

ひく
い中

ちゅう
層
そう
の

海
かい
水
すい
を使
つか
った飼

し
育
いく
実
じっ
験
けん
でミジンウキマイマイの殻

から
が溶

と
けて

しまっているようすです。
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海と地球の
用語集 アルゴフロート
アルゴフロートは、あらかじめ設

せっ
定
てい
された漂

ひょう
流
りゅう
深
しん
度
ど
まで

浮
う
き沈

しず
みをし、一

いっ
定
てい
期
き
間
かん
（10 日

か
間
かん
程
てい
度
ど
）自

じ
動
どう
観
かん
測
そく
を行

おこな

うことができる海
かい
洋
よう
観
かん
測
そく
装
そう
置
ち
です。最

さい
深
しん
層
そう
から海

かい
面
めん
に浮

ふ

上
じょう
する間

あいだ
に水

すい
温
おん
や塩

えん
分
ぶん
などの鉛

えん
直
ちょく
分
ぶん
布
ぷ
を観

かん
測
そく
し、海

かい
面
めん
浮
ふ

上
じょう
後
ご
に衛

えい
星
せい
経
けい
由
ゆ
で観

かん
測
そく
データを送

そう
信
しん
したあと、再

ふたた
び漂

ひょう
流
りゅう

深
しん
度
ど
まで沈

しず
みます。アルゴフロートはこのような沈

ちん
降
こう
・浮

ふ

上
じょう
サイクルを約

やく
180 回

かい
、通
つう
常
じょう
の設
せっ
定
てい
で 4〜 5年

ねん
にわたっ

て繰
く
り返

かえ
せるように設

せっ
計
けい
されています。このアルゴフロー

トを世
せ
界
かい
中
じゅう
の海

かい
洋
よう
で約

やく
3000 台

だい
稼
か
動
どう
させることを目

もく
標
ひょう
の

一
ひと
つとして2000年

ねん
にスタートしたのがアルゴ計

けい
画
かく
です。

4 関 連 教 材 １巻　海の生き物と環境の変化

2024 年 3月
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海と地球の
用語集 磯

い そ

焼
や

け
磯
いそ
焼
や
けとは、「浅

せん
海
かい
の岩

がん
礁
しょう
・転

てん
石
せき
域
いき
において、海

かい
藻
そう
の群

ぐん

落
らく
（藻

も
場
ば
）が季

き
節
せつ
の変

へん
化
か
による減

げん
少
しょう
や多

た
少
しょう
の経

けい
年
ねん
変
へん
化
か
の

範
はん
囲
い
をこえて著

いちじる
しく衰

すい
退
たい
または消

しょう
失
しつ
してしまう現

げん
象
しょう
」（藤

ふじ

田
た
，2002）のことで、「海

うみ
の砂

さ
漠
ばく
化
か
」ともいわれていま

す。その原
げん
因
いん
は食

しょく
害
がい
や水
すい
温
おん
、水
すい
質
しつ
、台
たい
風
ふう
などさまざまです。

いちど磯
いそ
焼
や
けが発

はっ
生
せい
すると、藻

も
場
ば
の回

かい
復
ふく
までに長

なが
い年

ねん
月
げつ

がかかったり、アワビやサザエ、イセエビなど、沿
えん
岸
がん
の岩

がん

礁
しょう
域
いき
に生

せい
息
そく
し、漁

ぎょ
獲
かく
される生

せい
物
ぶつ
の成

せい
長
ちょう
の不

ふ
良
りょう
や減

げん
少
しょう
を

招
まね
いたりするため、沿

えん
岸
がん
漁
ぎょ
業
ぎょう
に大
おお
きな影

えい
響
きょう
を及
およ
ぼします。

5 関 連 教 材 １巻　海の生き物と環境の変化

2024 年 3月
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海と地球の
用語集 深

し ん

海
か い

深
しん
海
かい
とは、一

いっ
般
ぱん
的
てき
には、太

たい
陽
よう
光
こう
の 99%以

い
上
じょう
が吸

きゅう
収
しゅう
され

てしまう水
すい
深
しん
200mより深

ふか
い海

うみ
のことです。海

かい
底
てい
の面

めん
積
せき

のうち90%以
い
上
じょう
が、水

すい
深
しん
200mをこえる深

しん
海
かい
底
てい
です。

さらに深
ふか
くなり、水

すい
深
しん
1000mをこえると太

たい
陽
よう
光
こう
がまった

く届
とど
かない、生

せい
物
ぶつ
発
はっ
光
こう
だけが見

み
られる暗

あん
黒
こく
の世

せ
界
かい
です。

また、冷
つめ
たくて重

おも
い（密

みつ
度
ど
の高
たか
い）海

かい
水
すい
が沈
しず
んでいくため、

深
しん
海
かい
のほとんどは水

すい
温
おん
が 1〜 4℃の低

てい
温
おん
の世

せ
界
かい
です。さ

らに、水
すい
深
しん
の深

ふか
いところには、その上

うえ
にある海

かい
水
すい
の重

おも
さ

がのしかかってきます。水
すい
深
しん
6500mになると、1cm2に

約
やく
650kgf の力

ちから
がかかります。これは指

ゆび
先
さき
にお相

す
撲
もう
さん

4人
にん
分
ぶん
の重

おも
さがかかるのと同

おな
じです。深

しん
海
かい
は、暗

あん
黒
こく
・低

てい

温
おん
・高
こう
圧
あつ
の世

せ
界
かい
なのです。

6
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1000m

0m

1000m

2000m

3000m

4000m

5000m

0～200m：表層
ひょうそう

200～1000m：中深層
しんちゅう そう

1000～3000m：漸深層
しんぜん そう

3000～6000m：深層
しんそう

深海
しんかい

6000m～：超深層
しんちょう そう

富士山
標高 3776 m
ひょうこう

じ さんふ

● 深
しん

海
かい

とは
https://www.jamstec.go.jp/godac/j/godac/kaiyou/deepsea.html

● 海
かい

洋
よう

観
かん

測
そく

コラム：深
ふか

さと圧
あつ

力
りょく

https://www.jamstec.go.jp/j/pr/topics/column-20210428/

参 考 サ イ ト

関 連 教 材 ２巻　海洋プラスチックとわたしたちの生活

2024 年 3月
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海と地球の用語集

海と地球の
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海と地球の
用語集

海と地球の
用語集 熱

ねっ

水
すい

噴
ふん

出
しゅつ

孔
こう

（チムニー）
地
ち
球
きゅう
の表

ひょう
面
めん
をおおっている巨

きょ
大
だい
な岩

がん
板
ばん
、プレートの生

う
ま

れる場
ば
所
しょ
や海
かい
底
てい
火
か
山
ざん
の周

しゅう
辺
へん
などでは、海

かい
底
てい
中
ちゅう
の水
みず
が温

あたた
め

られて熱
ねっ
水
すい
として海

かい
底
てい
から噴

ふ
き出

だ
す場

ば
所
しょ
があります。熱

ねっ

水
すい
が深

しん
海
かい
の冷

つめ
たい海

かい
水
すい
と混

ま
じると、熱

ねっ
水
すい
の中

なか
に溶

と
け込

こ
ん

でいたさまざまな金
きん
属
ぞく
が鉱

こう
物
ぶつ
として沈

ちん
殿
でん
し、熱

ねっ
水
すい
が噴

ふ
き

出
だ
す場

ば
所
しょ
のまわりにチムニーとよばれる煙

えん
突
とつ
のようなもの

ができます。ときには高
たか
さが 30m以

い
上
じょう
になることもあり

ます。チムニーには、熱
ねっ
水
すい
の中

なか
に溶

と
けている水

すい
素
そ
やメタン

などを使
つか
ってエネルギーを得

え
て有

ゆう
機
き
物
ぶつ
をつくる、化

か
学
がく
合
ごう

成
せい
微
び
生
せい
物
ぶつ
がたくさんいます。さらに、それらの微

び
生
せい
物
ぶつ
を食

た

べたり、共
きょう
生
せい
して栄

えい
養
よう
をもらったりして生

い
きている二

に
枚
まい
貝
がい

やゴカイなど大
おお
型
がた
の生
せい
物
ぶつ
も密
みっ
集
しゅう
して生

せい
息
そく
しています。

7

2024 年 3月

関 連 教 材 ２巻　海洋プラスチックとわたしたちの生活
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海と地球の用語集

海と地球の
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海と地球の
用語集

海と地球の
用語集 海

かい

洋
よう

プラスチックごみ
海
かい
洋
よう
プラスチックごみとは、故

こ
意
い
であろうとなかろうと直

ちょく

接
せつ
的
てき
または間

かん
接
せつ
的
てき
に海

うみ
に捨

す
てられたプラスチックごみを

指
さ
します。海

かい
洋
よう
プラスチックごみは、サイズ（大

おお
きさ）によっ

てマクロプラスチックとマイクロプラスチックに大
たい
別
べつ
され、

前
ぜん
者
しゃ
はサイズが数

すう
センチメートル以

い
上
じょう
、後

こう
者
しゃ
は 5ミリメー

トルよりも小
ちい
さなプラスチック粒

りゅう
子
し
です。プラスチックは、

太
たい
陽
よう
の紫

し
外
がい
線
せん
による光

ひかり
分
ぶん
解
かい
と熱

ねつ
酸
さん
化
か
分
ぶん
解
かい
によって少

すこ
しず

つ劣
れっ
化
か
して脆

もろ
くなり、摩

ま
耗
さつ
や衝

しょう
撃
げき
といった物

ぶつ
理
り
作
さ
用
よう
が加

くわ

わると砕
くだ
けて微

び
細
さい
化
か
しマイクロプラスチックとなります。
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● J
ジ ャ ム ス テ ッ ク

AMSTEC が挑
いど

む海
かい

洋
よう

プラスチック問
もん

題
だい

https://www.jamstec.go.jp/ocean-plastic/j/

参 考 サ イ ト

関 連 教 材 ２巻　海洋プラスチックとわたしたちの生活
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海と地球の用語集

海と地球の
用語集

海と地球の
用語集

海と地球の
用語集 コアサンプル
堆
たい
積
せき
物
ぶつ
や岩

がん
石
せき
などをくり抜

ぬ
いて得

え
られる円

えん
柱
ちゅう
状
じょう
の地

ち
質
しつ
試
し

料
りょう
をコアサンプルといいます。地

ち
下
か
深
ふか
くで起

お
こっている現

げん

象
しょう
を観

かん
察
さつ
したり、長

なが
い年

ねん
月
げつ
をかけて堆

たい
積
せき
した地

ち
層
そう
を調

しら
べ

たりすることで、過
か
去
こ
から現

げん
在
ざい
にいたる環

かん
境
きょう
変
へん
動
どう
や火

か
山
ざん

噴
ふん
火
か
、地

じ
震
しん
活
かつ
動
どう
などさまざまなイベントを知

し
る手

て
がかりに

なります。石
せき
油
ゆ
やメタンハイドレート、レアアースなど有

ゆう
用
よう

な物
ぶっ
質
しつ
の分

ぶん
布
ぷ
や、地

ち
下
か
に生

せい
息
そく
する微

び
生
せい
物
ぶつ
の生

せい
態
たい
について

探
さぐ
ることもできます。

9

● 巨
きょ

大
だい

地
じ

震
しん

の痕
こん

跡
せき

も！海
かい

底
てい

地
ち

下
か

の地
ち

質
しつ

試
し

料
りょう

「コア」研
けん

究
きゅう

の最
さい

前
ぜん

線
せん

https://www.jamstec.go.jp/j/pr/topics/explore-20230215/

参 考 サ イ ト

2024 年 3月

関 連 教 材 ３巻　海の地震と防災 海底下の地層
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海と地球の用語集

海と地球の
用語集

海と地球の
用語集

海と地球の
用語集 ゆっくり滑

す べ

り
ゆっくりと断

だん
層
そう
が動

うご
くことで「ひずみエネルギー」を解

かい
放
ほう

する現
げん
象
しょう
で、数

すう
か月

げつ
から数

すう
年
ねん
おきに繰

く
り返

かえ
し発

はっ
生
せい
します。

高
こう
速
そく
で断

だん
層
そう
が滑

すべ
る通

つう
常
じょう
の地

じ
震
しん
とは異

こと
なり地

じ
震
しん
波
は
を発

はっ
しな

いため、人
にん
間
げん
は地

じ
面
めん
の揺

ゆ
れを感

かん
じません。2000 年

ねん
頃
ごろ
か

ら観
かん
測
そく
網
もう
が整

せい
備
び
されたことで検

けん
出
しゅつ
されるようになりまし

た。ゆっくり滑
すべ
りが発

はっ
生
せい
している場

ば
所
しょ
の近

ちか
くでは巨

きょ
大
だい
地
じ

震
しん
が過

か
去
こ
に発

はっ
生
せい
していることも多

おお
く、ゆっくり滑

すべ
りが巨

きょ
大
だい

地
じ
震
しん
の発
はっ
生
せい
にどのような影

えい
響
きょう
を与
あた
えているかについて、近

きん

年
ねん
さかんに研

けん
究
きゅう
が行

おこな
われています。
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● 「ゆっくり地
じ

震
しん

」を捉
とら

えろ！光
ひかり

のもの
さしで海

かい

底
てい

の変
へん

化
か

を観
かん

測
そく

する
https://www.jamstec.go.jp/j/pr/topics/explore-20230411/

参 考 サ イ ト
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